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令和 3年第 1回原村一般廃棄物減量等推進審議会会議録 

 

                            令和３年５月 14 日(金) 

                                午後 6 時 30分から午後 7 時 15分 

                                原村役場 講堂 

 

出席者：後藤敏夫、行田順一、日達一二三、清水弘之、五味勇吉、花岡辰夫、菊池磯八、平林とし美、 

安藤翔太、小平恒夫、長田文好 

事務局：清水建設水道課長、日達 

 

１ 開 会 及び あいさつ（清水課長） 

 

２ 議 事 

（１）正副会長の選出について  

事務局  今回は、事務局からの報告や説明が中心となるため正副会長を選出せずに実施する旨を説明。 

〈一同同意〉 

 

（２）村廃棄物の概要について  

事務局 資料２「村廃棄物の概要について」説明 

〈質疑なし〉 

 

（３）諏訪南リサイクルセンター稼働に伴う資源物収集のスケジュールについて 

事務局 資料３「収集品目一覧表」資料４「諏訪南リサイクルセンター稼働に伴う収集品 目変更に係る

スケジュール（案）」説明 

 極端に変更になるところはないため混乱はないと思っているが、空き缶類の各家庭での保管と

収集日の量について対応が難しい面も出てくると思う。 

委員Ａ 缶類については、洗って各家庭で保管して資源物収集日に持っていくことになるのか。量が多

くなると思うが。 

事務局 そのようになる。現行の不燃物として週 1 回集めているところを月１回の収集になる。どのく

らいの量になるか予想が難しいところだが、とりあえずやってみるということになる。 

委員Ａ 潰れた缶を持ってきた場合は受け取らないのか。 

事務局 潰れたもの、汚れが取れないものは不燃物扱いになる。 

 

（４）剪定木のチップ化事業について 

事務局 資料５「剪定木チップ化事業について」説明 

剪定木チップ化事業については、数年行っており、認知が上がっているが問題も生じている。村

当局からは、そこまで行政がやるものなのかとも言われている。実際、これを続けていくにはど
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うしたらよいか。皆さんからご意見いただければと思う。事務局としては案２の人が特定できる

状況で収集を続けるのはどうかと考えている。 

委員Ｂ こういった事業を行う際は、マナーを守らない人は一定数いる。行政としてこ のような人は

いるという前提で事業を継続する必要はある。諏訪湖のゴミ拾いを例に挙げると、捨てる人が 1

割いても残りの 9 割の人が拾い続けるということ。ゴミステーションにもルール違反のごみが

ある。資源物や粗大ごみも収集の時間を避けて奥の方に捨てていく。呼びかけながら、住民サー

ビスは続けていくのが大事。案２で続けてほしい。 

委員Ｃ 今までのやり方で、剪定木持ち込み後の様子を検証しているか。 

事務局 常に見て回っているわけではない。よくない状況に気づくのは何日か後。その間に何人かの利

用はある。人の断定はできていない。毎日見て回る等の監視に手は割けない。一応原則は申請者

しか利用できないということになっている。 

委員Ｃ 何のためにカギをかけて名前と連絡先を聞いているのか。どこかで楔を打ち込んでおかないと

事態は悪化する。 

事務局 抑止効果を狙ったうえで名前を聞いている。その先についても考える必要があると思っている。 

委員Ｃ 一握りの人のために事業ができなくなると住民サービスの低下になる。なんとか予防して実施

してほしい。 

事務局 続けていくには改善策を考えていかなければならないと考えている。その中で完全予約制で職

員立ち合いで実施を案としている。このやり方なら、人がいない時に放り投げて入れるのでなけ

れば予防できるということを狙っている。ただ利用が多いのでこれで間に合うのかという問題

は出てくることが予測される。現在は任意の時間で入れてもらっているのでリアルタイムの変

化に気づけない。ここを改善できると考えている。 

委員Ａ いずれにしても無くなるということは考えられない。何日かは何らかの方法を取って受け入れ

てほしい。悪意でやっているのは予防が難しい。監視カメラのようなシステムも必要。 

委員Ｄ 映像として残した方がよいのでは。センサーで人が来たら撮影するシステムもある。牽制の意

味でも必要と考える。 

委員Ｅ 不法投棄は昼間持ち込まれているのか。 

事務局 分からない。鍵の番号が広まっている可能性もある。投棄された場所から鍵を開けて入ってい

るとみられる。奥の方に、上に枝を載せて隠してあったため気づくのも遅れた。 

委員Ｅ 鍵の番号は入手できる。案２でよいと思うが、今年度中に実験的に立ち合い等やってみてよい

と思う。 

委員Ｆ 住民サービスの低下にならないよう案２で進めていけばよいと思うが、受け入れの実施回数や

時間を再度検討してほしい。 

事務局 皆さんの意見をまとめると細かいところは検討が必要だが、事業を継続していく。案２に近  

い形で実験的な取り組みを重ねて回数等検討するということでよいか。 

〈一同同意〉 

３ その他 

なし 

４ 閉 会（清水課長） 


